
 

監

修

の
こ
と
ば 

  

『
昭

和

財

政

史

―
終

戦

か
ら
講

和

ま
で
―
』
（
全

二

〇
巻

）
は
、
『
明

治

財

政

史

』
（
全

一

五

巻

）
、
『
明

治

大

正

財

政

史

』
（
全

二

〇
巻

）
お
よ
び
『
昭

和

財

政

史

』
（
全

一

八

巻

）
に
つ
づ
く
大

蔵

省

と
そ
の
担

当

す
る
財

政

・

金

融

行

政

の
歴

史

で
あ
り
、
副

題

に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭

和

二

〇
（
一

九

四

五

）
年

八

月

一

五

日

の
「
終

戦

」
か
ら
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和

条

約

」
が
発

効

し
た
昭

和

二

七

（
一

九

五

二

）
年

四

月

二

八

日

ま
で
の
、
日

本

が
連

合

国

の
占

領

の
下

に
お
か
れ
た
期

間

を
対

象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
わ
た
く
し
た
ち
両

名

は
、
昭

和

四

六

（
一

九

七

一

）
年

四

月

、
本

財

政

史

の
編

集

事

業

が
正

式

に

発

足

す
る
に
当

た
り
大

蔵

省

か
ら
監

修

を
委

嘱

さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
い
て
、
別

欄

に
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
共

同

研

究

者

と
し
て
決

定

さ
れ
た
。
以

後

監

修

者

と
共

同

研

究

者

は
研

究

会

を
組

織

す
る
と
と
も
に
、
「
一

般

」

「
財

政

」
「
金

融

」
の
各

部

会

に
分

属

し
、
か
つ
て
大

蔵

省

の
要

職

に
あ
っ
て
占

領

期

の
行

政

を
担

当

さ
れ
た
方

々

の
ほ
か
占

領

期

財

政

に
関

係

の
深

か
っ
た
各

界

学

識

経

験

者

(

元

占

領

政

策

担

当

官

等

ア
メ
リ
カ
側

関

係

者

を
ふ
く
む)

か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
中

心

と
し
た
共

同

研

究

会

と
部

会

を
度

重

ね
て
開

催

し
、
資

料

調

査

と
研

究

を
進

め
た
。 



こ
の
間

、
資

料

の
収

集

、
整

理

も
精

力

的

に
行

な
わ
れ
た
が
、
と
く
に
後

述

す
る
よ
う
な
在

米

資

料

を
ふ
く
め
て

未

発

掘

、
未

公

表

資

料

の
収

集

整

理

も
積

極

的

に
行

な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
資

料

調

査

と
研

究

が
一

段

落

し
た

段

階

で
執

筆

段

階

に
入

り
、
共

同

研

究

者

と
わ
た
く
し
た
ち
両

名

が
全

員

執

筆

を
分

担

す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、

特

定

の
項

目

に
つ
い
て
は
大

蔵

省

内

か
ら
若

干

の
関

係

者

が
執

筆

に
加

わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

わ
た
く
し
た
ち
は
、
大

蔵

省

の
省

議

に
よ
っ
て
今

回

の
財

政

史

の
編

さ
ん
、
刊

行

の
具

体

的

計

画

が
決

定

し
た

際

、
そ
の
な
か
に
お
い
て
決

め
ら
れ
た
「
大

蔵

省

の
担

当

し
た
財

政

・
金

融

行

政

の
実

績

を
実

証

的

に
記

述

分

析

す
る
こ
と
を
主

と
す
る
が
、
時

期

の
特

殊

性

に
か
ん
が
み
、
社

会

経

済

的

背

景

の
把

握

な
ら
び
に
米

国

の
対

日

経

済

政

策

の
解

明

に
留

意

す
る
」
と
い
う
主

旨

の
基

本

方

針

を
尊

重

す
る
と
と
も
に
、
新

し
く
か
つ
豊

富

な
資

料

を

で
き
得

る
限

り
発

掘

活

用

し
、
客

観

的

で
詳

密

な
財

政

史

を
つ
く
り
上

げ
る
こ
と
に
意

を
用

い
て
き
た
。 

今

回

の
財

政

史

が
対

象

と
す
る
期

間

は
、
『
明

治

財

政

史

』
の
三

五

年

間

、
『
明

治

大

正

財

政

史

』
の
二

四

年

間

、
『
昭

和

財

政

史

』
の
二

〇
年

間

に
比

べ
て
、
わ
ず
か
七

年

弱

に
す
ぎ
な
い
が
、
日

本

が
い
ま
だ
か
つ
て
経

験

し

た
こ
と
の
な
い
外

国

の
占

領

下

に
お
か
れ
た
時

期

で
あ
り
、
古

い
日

本

が
新

し
い
日

本

に
生

ま
れ
か
わ
る
激

動

の
時

期

で
あ
っ
た
こ
と
を
お
も
え
ば
、
け
っ
し
て
短

い
期

間

と
は
い
え
ず
、
記

録

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

柄

は
む
し
ろ
戦

前

の
二

〇
年

な
い
し
三

〇
年

の
歴

史

を
述

べ
る
場

合

以

上

に
多

い
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
多

く
は
、
財

政

・
金

融

面

の
み
な
ら
ず
そ
の
後

の
日

本

経

済

全

体

の
復

興

と
成

長

に
大

き
な
影

響

を
与

え
、
あ
る
い
は
、
そ
の

原

型

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 



し
た
が
っ
て
本

財

政

史

の
内

容

が
財

政

・
金

融

の
領

域

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
経

済

的

背

景

、
さ
ら
に
連

合

国

、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
合

衆

国

の
対

日

占

領

政

策

に
も
及

ぶ
の
は
当

然

で
あ
り
、
そ
う
で
な
く
て
は
こ
の
占

領

期

を
対

象

と
す
る
財

政

史

は
財

政

史

そ
の
も
の
と
し
て
も
き
わ
め
て
不

十

分

な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
意

味

に
お
い
て
今

回

の
財

政

史

は
、
従

来

大

蔵

省

が
編

さ
ん
刊

行

し
た
財

政

史

に
比

べ
て
対

象

期

間

は
短

期

間

で
あ
る
が
、
そ
の
内

容

は
量

的

に
膨

大

で
あ
る
と
と
も
に
、
き
わ
め
て
多

角

的

な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
も
外

国

の
占

領

下

と
い
う
時

期

で
あ
る
た
め
、
従

来

の
よ
う
に
国

内

の
資

料

の
み
で
は
十

分

と

は
い
え
ず
、
占

領

当

事

者

で
あ
る
連

合

軍

総

司

令

部

お
よ
び
連

合

国

、
具

体

的

に
は
ア
メ
リ
カ
側

の
資

料

を
参

照

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
資

料

の
大

部

分

は
従

来

非

公

開

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
多

く
は
、
年

次

の
経

過

に
従

っ
て
ア
メ
リ
カ

政

府

の
公

文

書

取

扱

に
関

す
る
規

定

に
基

づ
い
て
公

開

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
た
め
、
そ
の
利

用

が
可

能

と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
幸

い
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
共

同

研

究

者

お
よ
び
財

政

史

室

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
在

米

資

料

の
収

集

も
行

な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
資

料

を
活

用

で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
財

政

史

を
特

徴

づ
け
る
も
の
と

な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。 

こ
の
財

政

史

の
執

筆

、
監

修

に
当

た
っ
て
は
、
も
と
よ
り
各

巻

と
も
執

筆

者

が
そ
れ
ぞ
れ
専

門

家

と
し
て
の
立

場

か
ら
自

主

的

に
叙

述

し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
個

人

の
著

書

を
集

め
た
全

集

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
全

巻

が
有

機

的

な
つ
な
が
り
を
も
っ
た
も
の
と
し
、
出

来

う
る
限

り
客

観

的

で
、
正

確

な
史

実

を
後

世

に
残

す
も
の
で



あ
る
こ
と
に
意

が
用

い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
執

筆

者

の
第

一

稿

は
未

定

稿

と
し
て
省

内

関

係

部

局

に
回

覧

さ
れ
る
と
と
も
に
、
研

究

会

に
お
け
る
相

互

討

論

に
も
付

さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

な
お
、
本

財

政

史

は
、
各

執

筆

担

当

者

の
責

任

に
お
い
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
全

体

の
統

一

、
調

整

に
つ
い
て
の
責

任

は
、
わ
た
く
し
た
ち
監

修

者

両

名

が
負

う
も
の
で
あ
る
。 

終

り
に
わ
た
く
し
た
ち
監

修

に
当

た
っ
た
両

名

は
、
執

筆

者

一

同

と
と
も
に
、
本

財

政

史

の
編

さ
ん
・
刊

行

に

つ
い
て
示

さ
れ
た
大

蔵

省

の
非

常

な
熱

意

と
理

解

、
な
ら
び
に
種

々
行

き
届

い
た
ご
配

慮

を
い
た
だ
い
た
舟

山

正

吉

顧

問

に
対

し
深

く
感

謝

す
る
と
と
も
に
、
快

く
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
応

じ
て
貴

重

な
談

話

を
い
た
だ
い
た
方

々
、
省

内

省

外

の
協

力

委

員

を
は
じ
め
編

さ
ん
・
執

筆

に
積

極

的

な
協

力

な
い
し
助

言

を
い
た
だ
い
た
方

々
、
な
ら
び
に
何

く
れ
と
な
く
お
世

話

を
い
た
だ
い
た
財

政

史

室

、
大

蔵

省

文

庫

の
方

々
に
も
衷

心

よ
り
感

謝

申

し
上

げ
た
い
。
ま

た
、
あ
わ
せ
て
本

財

政

史

刊

行

の
業

務

を
担

当

さ
れ
た
東

洋

経

済

新

報

社

の
各

位

に
も
謝

意

を
表

す
る
も
の
で

あ
る
。 
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会

幹

事

金

融

部

会

長

財

政

部

会
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東
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授

）
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国
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大
学
教
授

）

　
元
大
蔵
事
務
次
官

　
一
橋
大
学
講
師

（
一
橋
大
学
教
授

）

（
青
山
学
院
大
学
教
授

）

（
同
志
社
大
学
教
授

）

（
東
京
大
学
助
教
授

）

（
拓
殖
大
学
教
授

）

（
東
洋
大
学
教
授

）

（
東
京
大
学
助
教
授

）

（
東
京
大
学
教
授

）

（
一
橋
大
学
教
授

）

　
成
城
大
学
学
長

　
東
京
大
学
名
誉
教
授

（
元
武
蔵
大
学
学
長
・
故
人

）

（
元
大
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事
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次
官
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郎
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加
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務
官
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大
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官
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東
京
大
学
大
学
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学
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師
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横
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市
立
大
学
教
授

）

（
慶
応
大
学
教
授

）

（
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葉
大
学
教
授

）

（
一
橋
大
学
教
授

）

（
法
政
大
学
教
授

）

（
金
沢
大
学
教
授

）

（
東
京
大
学
教
授

）

（
駒
沢
大
学
教
授

）

（
法
政
大
学
教
授

）

（
立
命
館
大
学
教
授

）
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